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昭和初期の障害児施設における教育的取り組みについて
―「三田谷治療教育院」に在籍した知的障害児の例を通して ―
本保　恭子※
Education at the Institute in the Early Showa-Era
― Through the Chiryo-kyoiku at Sandaya Sanatorium of a Child with Intellectual Disability ―
Kyoko Motoyasu
Abstract
　The Sandaya Remedial Education Institute was established in Ashiya, Hyogo 
Prefecture in 1927 with the purpose of “accepting children lacking physical or 
psychological development in order to strengthen their physical capabilities, promote 
their scholastic abilities, and foster morality.” Today, the institute still aids children 
and individuals with intellectual disabilities. The facility was founded by Dr. Hiraku 
Sandaya (1882–1962), a physician who dedicated his life to practicing remedial education. 
He studied in Germany after graduating from medical school to enrich his views on 
educational pathology, educational therapy, and psychopathology.
　This study describes the daily routine of the institution and provides an analysis 
of the conditions and treatment of the children from the perspective of daily life and 
education. It is based on written materials and data from that institution.
　As a result, some similarities are noted between the disabled children at Sandaya in 
the past and children of today who are suffering from psychosomatic disorders. “Chiryo-
Kyoiku” provided both physical and mental therapy as well as a psychosomatic medical 
approach based on the future needs of the children. The practice of “Chiryo-Kyoiku” 
provides a comprehensive approach for those professionals caring for children with not 
only diseases but also Intellectual Disabilities.
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ては言及していない。
　そこで、本研究では、教育的アプローチ
が中心的治療教育であった「身体虚弱」を
持たない「精神低格」または「智力異常」
の子どもについて、三田谷治療教育院所蔵
の史・史料の中で、唯一克明な審査録およ
び生活記録が残されている１事例をとりあ
げ、その三田谷治療教育院の昭和初期の治
療教育をつまびらかにすることにより、現
代の障害や発達上の問題を持つ子どもの福
祉や教育に役立てることを目的とした。
　なお、主訴、行動特徴等の用語について
は、昭和４年当時の記録の表記をそのまま
用いた。
対象と方法
対象
　姓名　Ｈ．Ｙ　　性別　男
　生年月日　 大正 10 年５月７日（入園時
満 7 歳 11 ケ月）
　在園期間　 昭和４年４月 17 日〜昭和４
年８月 29 日
　入園時の主訴　 「知能発育が悪いようで
ある」
　　　　　　　　「性格がよくならないか」
　 殊に異常な行動　個独的、悪戯をよくす
る、厭人的傾向、彷徨、動作一般に遅鈍、
特有な応答、言語が単一、執拗、異食症、
手淫、漫歩、獨言、濁笑、臆病、沈黙、
就寝困難
方法
　Ｙ児の ｢審査録｣ と「生活記録」を中心
資料に、具体的な日常生活における治療教
育の実際と問題行動の変化について分析し
た。そして、その施設療育が現代の家庭教
育や学校教育にどのように通じる取り組み
であったかについて考察するため、今の特
別支援学校教育と照らし合わせる作業を
行った。
はじめに
　1905（明治 38）年、大阪府立医学校を
卒業後、上京して精神病理学、児童学およ
び教育病理学を学び、児童の治療教育、社
会事業の実践に生涯を捧げた医師、三田谷 
啓（さんだや　ひらく 1882 〜 1962）は、
ドイツ留学（1911 〜 1914）において「ト
リュッパー治療教育院」に多大な影響を受
け、1927（昭和２）年、自らの治療教育院
を兵庫県芦屋に設立した。三田谷治療教育
院設立に至るまで、三田谷は児童相談や児
童研究に携わったが、これらはドイツの児
童保護事業から受けた影響の下になされた
実践であった。三田谷治療教育院は「身体
や精神の発達の不十分なるコドモを収容し
て身体を丈夫にさせ学力の増進をはかり道
徳性を涵養する」ことを目的とした「病院
と学校と家庭を一緒にした」施設であり母
子に関する医学的知識や最新の情報を提供
する発信基地の役割を果たしていた。三田
谷啓は精神薄弱児（知的障害児）、身体虚
弱児、性格や行動に問題がある子どもなど
を入園させるとともに、子どもを完全に預
かることのできる学寮「コドモの学園」も
付設して‘治療教育’を実施した。現在は、
戦後の福祉施設の社会的位置づけにより、
現在は知的障害児者の施設として存続して
いる１−６）。
　昭和初期、三田谷治療教育院の来所者は、
健民政策のもと病弱児等の健康問題が顕在
化し、心身症に類似した病弱児が大半を占
めていたことが駒松の研究７）によって報
告されている。この他、三田谷治療教育院
所蔵の史・資料から、２〜３名の入所児童
の実態と園生活における治療教育の実際に
ついて触れたものに、柴崎、庄司、由井の
報告注１）がある。しかし、これらはいずれ
も「身体虚弱児」ではない子どもの三田谷
の治療教育による問題行動等の変化につい
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傍に付いて監督しながら継続して勉強でき
るようにする事に力を入れていた様子がう
かがえる。「書方練習をするように幾度言っ
ても返事ばかりして着手しない」「傍に付
いていないと書かない」などの記録が多く
みられる。しかし、入園後４か月が経過し
た８月５日には、カタカナの書き方練習の
際にも「傍に居て指示すると熱心に間違い
なく書くが永続性乏しい」などの記録があ
り、入園期間中にＹの集中力が改善される
には至らなかったものの書方に取り組む姿
勢は身についていた。
　読方　単語の読方練習をする際「サ行の
ス、ラ行の発音が困難でラをダ、ロをド、
レをデの如く発音する」といった構音障害、
「絵本を読めても話すことができない」、話
し方練習の際には「口を開けず声を出さな
い」など話し方に関しては苦手な部分があ
るように見うけられる。しかし、読本に依
り様々な課のお話の読み方の勉強について
「読み方はよく読める」、「カタカナの読み
方は間違いなく上手に読む」といった記述
や、書方の勉強のように「集中力が続かな
い」や「傍で監督が必要」といった記述は
みられないため、読方に関しての苦手意識
はなかったようである。
　手紙　手紙も書方と同様、書いていると
すぐに飽きて落書きをしたり、投げ出した
りしてしまうため傍で書く場所をいちいち
教えて方眼紙に書かせるなど監督しながら
指導を続けていた。入園 1 ヶ月後の５月
17 日の記録には「以前より落ち着いて最
後まで熱心に書き、字も大変綺麗に書けた」
という記述が、６月９日には「下書きの摸
書　間違えず早く書けた」という記述もあ
り成長している姿もみられる。一方で、「幾
度もやかましく言わなければ最後まで落ち
着いて書かない」という記述も所々でみら
れ、「落ち着き」の改善は困難なようであっ
た。
結　果
　Ｙ児は、変性徴候として，智能発育不十
分（遅鈍）　感覚鈍麻　孤独性　超人間不
関症　獨言　反響症　衝動行為多し、遺尿
などが挙げられ、粗暴で注意の永続性がな
く、共同時動作不能、孤独性など気質上激
しい異常が認められることから、現在では、
自閉傾向と注意欠陥多動性障害を伴う中度
知的障害（IQ50 程度）児といったところ
ではないかと推察される。
Ｙ児の園生活について（生活録から）
　三田谷治療教育院の日課は、朝の体操か
ら始まり、｢学習・作業｣ が８時 30 分から
正午までと昼食後の午後１時から２時 30
分（夏期は午睡）、２時 30 分から身体検
査、３時 30 分から遊び・入浴、６時から
の夕食後、７時から自習・日記・反省、７
時 40 分から洗口・就寝準備を始め８時に
就寝となっていた。　表 1 は、Ｙ児の園生
活について 4 月 17 日〜 8 月退園までの間
に三田谷治療教育院で行われた治療教育を
｢学習・作業｣、｢運動｣、｢遊戯｣ の治療教
育の実際について月別にまとめたものであ
る。また、表２には、それぞれの実施回数
を示している。
学習・作業
　Ｙ児の治療教育の中心は、学習 ･ 作業で
あったこと、その中で多く取り組まれてい
た活動は、書方、読方、算術、唱歌で、週
に２〜４回程度行われていたことが表２か
らわかる。その内容とＹ児の変化は以下の
通りであるが、４か月半という短い期間に
もかかわらず、発達が確認できる。
　書方　傍に付いて監督していなければ、
すぐに集中力が切れて寝ころんだり、落書
きをしたり、他の場所に行ったりして落ち
着いて勉強できない。書方については内容
についての詳しい記述はあまりなく、常に
59
集中力は増し、最終的には約 250 枚を熱心
に折ることができた。書方や算術の勉強で
は集中力が続かなかったＹだが、パンフ
レット折のような単調な作業はうまくこな
せるようであった。
　以上の結果から、Ｙ児は「紙」を扱う作
業に関心があり、貼紙のように問題行動に
繋がる場合もあったが、パンフレット折は、
達成感を味わわせる教材として有効な活動
であると考えられた。歌唱も有効であるこ
とが確認された。
生活
　生活面については、掃除、着替え、豆む
きについては多くの記述がないが、散歩は
週に２〜３回実施されていた。一同と付近
を散歩したり海岸へ行ったりしてもＹ児は
一人離れて楽しそうに歩いたり、皆と一緒
に遊ばず一人離れて草や木片を拾って遊ん
だりという一人行動が目立っていた。この
状況は、退園する月まで変わることはなく、
「自閉性の改善」は４〜５か月では困難で
あることがうかがえる。豆むきは、Ｙ児自
ら熱心に取り組みに参加した行動である。
これ以降も「熱心に上手にむく」「喜んで
豆むきをする」「早くはないが根気よくむ
く」といった記述があり、パンフレット折
と同様に豆むきのような単調な作業を好ん
でいることがわかる。
遊び
　遊びについては、絵、砂場、すべり台、
シーソー、折り紙等９種類が行われていた。
折紙は、Ｙ児の好む遊びで、一雙船、奴さ
ん、飛行機など様々なものを折る事ができ
た。また、６月 11 日の記録に「角が揃え
られない」とあるが、翌日の６月 12 日の
記録には「角はよく揃えて正確に折れる」
といったように日々成長していたことがわ
かる。また、折紙の中でも奴さんが気に入っ
ており、入園して３か月が経った頃には「奴
さんの折り方をよく覚えて一人で幾つも興
　算術　算術に関しては、最初簡単な暗算
から始まり、日を追う毎に加減法の計算の
数も 10 以下から 20 以下といった様子で難
易度が上がっている。計数器などを用いて
加減法の練習を繰り返していくうちに、前
回できなかった問題ができるようになるな
ど日々成長していく姿がみられる。また「傍
に付いて監督しないと落書きをして注意散
漫する」といった記述もみられることから、
常に傍に付いた指導が行われていた様子で
ある。そして「他の者と離れた場所でやら
すと落ち着いて間違いなくできる」という
記述からＹは日常生活においても一人行動
がよく目立つという点で、単にわがままな
のではなく、一人でいることで精神状態の
安定を保っていることがうかがえる。
　唱歌　最初は少しも歌わなかったり、歌
詞をよく知っている歌でも口の中で小さな
声でしか歌わなかったりといった状態で
あったが、練習を重ねていくうちに断片的
に歌うようになり、３か月目には全く知ら
なかった歌でも覚えて大きな声で上手に歌
う事ができるようになった。また日常生活
の中でも「絶えず歌を口ずさんでいる」と
いった場面もあり、練習を重ねた結果成長
したといえる。
　貼紙　紙屑箱を引っくり返したり、紙を
食べたりという行動の延長なのか、貼紙は
最初から抵抗なく作業している様子であ
る。しかし「貼紙をした後は又それを剥ぎ
噛みくちゃにして口の中へ入れる」といっ
たように悪戯へと繋がる行動はやめられな
かった。
　パンフレット折　最初から興味をもって
取り組み、割合熱心に落ち着いて上手に折
る。また丁寧に早く折り、効率の上がる方
法を考えてやるという場面もみられる。そ
して与えたパンフレットが無くなると要求
し 100 枚くらい折るという作業に対する意
欲も充分にある。そして作業を重ねる毎に
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１か月 ２か月 ３か月 ４か月 ５か月
(4/17～4/30) (5/1～5/30) (6/1～6/30) (7/1～7/31) (8/1～8/20)
自分の名前 カタカナ 巻三「一人運動会」 巻一「箱庭の課」 カタカナ
平仮名 五十音 カタカナ 巻一「アヒルの課」 カタカナ短文書き取り
単語 巻二　「キノハ」 書き取り 絵本 短文書き方
短文 本 カタカナ
巻二　「月」 巻一「猿かに合戦」 短文書き取り
巻一「カタツムリ」 平仮名
絵を示して名詞を書く 五十音
平仮名 習字
巻一「雨が止みました」
巻一「でんでん虫」
カタカナ 単語 巻三　「一人運動会」 巻一「箱庭の課」 カタカナ
短文 絵本 カタカナ 絵本 聞き取り
巻一「サルとカニ」五十音 五十音の平仮名 話し方
絵本の読方練習 巻二　「キノハ」 巻一　「猿かに合戦」 平仮名
単語 巻二　「月」 巻一　「カタツムリ」 聞き方
巻一「雨が止みました」 五十音
巻一「でんでん虫」
下書き 下書きの清書
下書きの摸書
清書
簡単な暗算 10以下の加減法 20以下の加減法 30以下の加減法 加減法の復習
20以下の加減法 30以下の加減法 暗算 100までの数え方
(計数器を使って示す)
50までの数え方
桃太郎 旅愁 ゆうやけこやけ ゆうやけこやけ
兎と亀 七つの子 七つの子 旅愁
七つの子 兎の電報 兎と亀 七つの子
報電の兎亀と兎報電の兎
亀と兎郎太桃
郎太桃習復
貼紙 興味を示す すぐに飽きる
熱心にこなす 熱心にこなす 熱心にこなす
片付けまできちんとやる 根気よくやる
掃除 熱心に取り組む
るけ敷で人一が団布方き敷の団布方着の物着
洋服の着方
布団の敷き方
付近を歩く 一人彷徨する 海岸へ行く 海岸へ行く 海岸へ行く
付近を歩く
興味を示し熱心にこなす 熱心に楽しそうにこなす
進んで手伝う
人物画 人物画 人物画
横に寝かせた人を描く 頭と胴の区別がつかない 手本を見て輪郭を描く
手足の指は五本でない
目や鼻を描き忘れる
砂場 ぶ遊くよぶ遊くよぶ遊くよ
すべり台 よく遊ぶ よく遊ぶ よく遊ぶ よく遊ぶ
シーソー よく遊ぶ よく遊ぶ よく遊ぶ よく遊ぶ
一雙船 奴さん 奴さん
奴さん 二雙船 だまし船
飛行機 袴
一人で隠れられない
すぐに飽きてやめる
全く興味を示さない 徐々に興味を示す 小型積木に興味を示す 興味を示す 小型積木でよく遊ぶ
興味を示さない日もある
あまり興味を示さない 興味を示さない 興味を示す 興味を示す
自動車 汽車、自動車
オルガン 興味を示す 興味を示す 興味を示す
生
活
豆むき
着替え
折紙
かくれんぼ
散歩
絵
遊
び
積木
玩具
パンフレット折
内容　　　　月数
学
習
・
作
業
書方
読方
手紙
算術
唱歌
表１　治療教育の実際（内容）
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といえる。
　異食　壁、鼻汁、草、紙、火鉢の灰、黒
インク、海水、蠅、ガーゼ、ハンカチ、靴墨、
虫ピン、針などを口の中に入れる。入園当
時、鼻汁を舐めるＹに対し注意を促しても
止めさせる事ができなかった。しかし、そ
の後指に包帯を巻いたり、手袋をはめたり、
マスクをつけさせる工夫をしたところ５月
４日の生活録には「次第に鼻に指を持って
いく回数が減った」と記述されている。そ
の他の事柄については、その都度注意する
という記述以外Ｙに対する異食の改善行動
はみられないが、入園３か月目には 22 回
出現していたＹの異食行動の回数が、退園
月の５ヵ月目には一回に減少している。
　悪戯　他の児童が遊んでいるのを妨害す
る、火鉢の灰を掻き回す、ゴミ箱や紙屑箱
の中身を引っくり返す、他人の物をいじり
回る、二階の窓からボールを投げる、畑へ
行き植物を引き抜くなどの悪戯行動がみら
れる。７月 31 日の記録に「よく悪戯をし
て叱られるのを待つような態度が見受けら
れる」とあるように、叱った後にどんな悪
い事をしたかと問うとよく理解しており、
叱られる事が分かっていて同じ悪戯を繰返
す様子である。悪戯をして大人をからかう
ような態度をとることもある。改善対策と
しては悪戯をする度に注意をしたり叱った
りしている。回数は急速に減少しており、
入園３か月目には 12 回であった悪戯行動
が４か月目には３回、退園月の５か月目に
は 1 回と生活の中で悪戯がほとんど目立た
なくなっている。
　一人笑い　何も面白い事がないのに一人
で声を出さず笑みを浮かべていたり、窓か
ら何もない外を見つめて突然笑い出した
り、叱られても反省した様子もなくにやに
や笑っていたり、散歩中一人で歩きながら
げらげら面白そうに笑うといった行動がみ
られる。この行動については特に注意をす
味を持って折る」といった行動もみられた。
折り紙は、今後の集中力の訓練に有効であ
ると考えられた。
　また、積木は入園当初は「積木を与えて
も遊んでみようとしない」というように、
積木に全く興味を示していなかった。しか
し入園して１カ月が過ぎた頃、熱心に積木
で遊ぶ姿がみられるようになった。一同が
あまりにも熱心にするので興味をもつよう
になったらしい。入園３か月目には小型積
木に興味をもち、４か月目には飽きた時期
もあったが、５か月目には「小型積木でよ
く遊ぶ」といった記述があり、他の玩具や
オルガンと同様、興味を示す遊具は多いこ
とがわかる。
問題行動の改善状況
　Ｙ児の問題行動として、異食をはじめと
する 12 の問題行動があった。その詳細と
出現回数を表３、表４に示した。表３では
問題行動の改善状況について内容別に分類
し、表４は改善状況を回数で記している。
表 4 から、食いしん坊や彷徨以外、それぞ
れの問題行動の出現頻度の減少、つまり「性
格が良くならないか」という主訴への対応
が一応なされたことで、退園に至ったこと
がうかがえる。とくに「逆らう」「わがまま」
の改善傾向がみられ、家庭における育てや
すさに関わる大きな要素が改善に向かった
実施回数
１か月 ２か月 ３か月 ４か月 ５か月
(4/17～4/30) (5/1～5/30) (6/1～6/30) (7/1～7/31) (8/1～8/20)
書方 3 7 11 10 14
読方 5 8 12 8 12
手紙 0 8 4 1 3
算術 1 19 14 10 17
唱歌 0 9 13 3 10
貼紙 0 6 1 0 1
パンフレット折 0 5 1 0 1
掃除 0 1 1 0 1
着替え 0 6 1 0 1
散歩 2 10 10 8 12
豆むき 0 1 4 0 2
絵 0 2 2 1 2
砂場 0 4 0 6 6
すべり台 0 3 2 4 5
シーソー 0 3 1 2 3
折紙 0 0 5 3 3
かくれんぼ 0 0 2 0 0
積木 2 6 4 3 4
玩具 1 4 1 2 2
オルガン 0 4 3 1 1
学
習
・
作
業
生
活
遊
び
 内容          月数
表２　治療教育の実際
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の都度注意するが入園期間中改善すること
はなかった。
　彷徨　他の者とは遊ぼうとせずに付近を
歩き回ったり、廊下をあちこち歩き廻り室
を覗いて見たり、勉強中もすぐに立ち上
がって辺りをさまよい歩いたり、散歩中も
皆と一緒に居らずに歩き回って目の届かな
い所へ行きたがったりと、人目を盗んでは
一人でどこかへ出歩く事が多い。これらの
行動について追いかけて注意をしていた
が、それを面白がって逃げ回る事もあり、
彷徨行動は入園期間中改善されることはな
かった。
　独言　散歩中など歩きながら何かブツブ
ツ言いながら歩いている事が多いが、５ヶ
月間の園生活の記録の中では目立った行動
としては取り上げられていなかった。
　からかう　叱られると同じ言葉を真似て
笑いよく人の口真似をする。また止められ
た事を幾度でも繰り返し、大人をからかう
事を喜ぶ風あり、強情で叱られてもからか
うような態度も見受けられる。皆によくい
じめられるので、非常に萎縮して近寄られ
ることを恐れる風があるが又一方に悪戯を
してからかってみるような風もある。これ
らの行動は注意を繰り返すが、あまり改善
されなかった。
　寝ころぶ　寝転んで絵本を見たり貼り絵
るなどの記述はないが、入園３か月目には
10 回であった一人笑いが４か月目には３
回、退園月の５か月目には２回と急速に減
少している。
　一人遊び（行動）　入園して３日目の生
活録の「他の児童と共に遊ぶことがない」
という記述から始まり、Ｙは一人で行動す
る事が目立っていた様子である。他にも「他
の者と遊ぼうとせずに一人で〜」という記
述がよくみられる。また皆が居る場所を嫌
い一人になれる場所を好み、火鉢の傍で一
人座っている事が多い。また勉強をする際、
「皆と離れた場所でやらせると落ち着いて
間違いなくできる」という記述もみられる。
この行動については皆と一緒に遊ぶよう、
行動するよう促している場面もあり、入園
後３か月目には 15 回であった一人行動が
４か月目には 10 回、退園月の５か月目に
は０回と一人で行動する姿が急激に目立た
なくなっている。
　食いしん坊　おやつや食事の時にテーブ
ルや床に落ちている物を拾い歩き、外でパ
ンの屑が落ちているのを見つけて拾い食べ
ようとし、止めても隙を見て食べようとす
るほど食い意地が張っている。また「食堂
の前によく立っているので注意してもその
場から離れようとしない」という記述もみ
られる。この食いしん坊行動についてはそ
出現回数
１か月 ２か月 ３か月 ４か月 ５か月
(4/17～4/30) (5/1～5/30) (6/1～6/30) (7/1～7/31) (8/1～8/20)
異食 6 9 22 5 1
悪戯 2 16 12 3 1
一人笑い 0 5 10 3 2
一人遊び(行動) 3 9 15 10 0
食いしん坊 1 2 4 4 4
彷徨 2 4 3 4 0
独言 0 0 1 0 0
からかう 0 2 3 3 1
寝ころぶ 3 6 5 4 3
逆らう 0 7 11 5 2
わがまま 0 2 5 2 1
謝っても同じ行動を繰返す 0 3 5 2 2
 問題行動　　　　　　月数
表４　問題行動の改善状況
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生活と問題行動
　Ｙ児の園生活では日常生活に必要な着替
えや布団敷きの指導が行われており、入園
当初は一人でできなかった着替えや布団敷
きは教師とともに繰り返し練習していくう
ちに退園月の入園５か月目には、一人で布
団が敷けるようになっていた。また、一人
行動が目立つＹ児に対して、教師は、Ｙ児
が友人とともに活動したり遊んだりできる
ようＹ児を促す場面が何度もみられた。そ
の結果、異食、悪戯、一人笑い、一人遊び、
寝ころぶ、逆らう、わがまま、謝っても同
じ行動を繰り返すなどの問題行動は、教師
がその都度注意するという指導が行われる
ことにより入園期間中に改善した。日々の
活動としては、豆むきやパンフレット折な
どに興味をもち、与えられた役割を熱心に
こなす姿もみられた。また毎日散歩に出掛
けており、山や海など自然に触れ合う機会
が設けられていた。
　学習指導要領では、生活科の目標として、
具体的な活動や体験を通して、生活に関わ
る見方 ･ 考え方を生かし、自立し生活を豊
かにしていくための資質 ･ 能力を育成する
ことが謳われている。その具体的目標と内
容は、ア 基本的生活習慣、イ 安全、ウ 日
課 ･ 予定、エ 遊び、オ 人との関わり、カ 
役割、キ 手伝い ･ 仕事、ク 金銭の扱い、
ケ きまり、コ 社会の仕組みと公共施設、
サ 生命 ･ 自然、シ ものの仕組みと働きの
12 項目について、第１段階から第３段階
まで水準を上げながらの記載がなされてい
る。このうちＹ児の園生活においては、さ
まざまな活動を教師と一緒に行うことを基
本としている第 1 段階のア 日常生活に必
要な身辺処理を求めたり、教師と一緒に
行ったりする、エ 教師や友達と同じ場所
で遊ぶ、カ 教師と一緒に集団活動に参加
する。キ 教師と一緒に簡単な手伝いや仕
事をする、ケ 教師と一緒に日常生活の簡
の時少し貼るとすぐに嫌になって寝転んで
遊んだりとＹは何かあればすぐに寝ころぶ
癖があるが、その都度注意を繰り返した結
果、５月 28 日の「大変大人しくなり寝転
ばなくなった」という記録以降少しずつで
はあるが寝ころぶ数は月を追うごとに減少
していた。
　逆らう　皆と一緒に居らずに歩き回って
目の届かない所へ行きたがり、言う事を聞
かなかったり、一同と行動を共にせず、横
道へそれるので追いかけて行くと面白がっ
て逃げ廻ったりと注意すると逆に問題行動
がエスカレートしてしまう事がある。こち
らも注意を繰り返した結果、入園３か月目
には 11 回であった逆らい行動が４か月目
には５回、退園月の５か月目には２回と
徐々に減少している。
　わがまま　基本的に一人を好むので、山
登りをしていても途中から上れず帰ろうと
するなど自分勝手な行動が目立つ。皆と一
緒に行動するよう促した結果、入園３か月
目以降このようなわがまま行動は徐々に減
少している。
　謝っても同じ行動を繰り返す　悪いこと
をしても相手の顔を見てすぐに「もうしま
せん」と言うが、又すぐに同じ行動を繰り
返すといった様子である。謝る事はできて
もなかなか改善されない事が多いが、注意
を続けた結果、入園３か月以降はこのよう
な行動は徐々に減少している。
考　察
　Ｙ児の三田谷治療教育院の療育につい
て、文部科学省が示す新特別支援学校学習
指導要領解説　総則等編（幼稚部・小学部・
中学部）の中の第４章　知的障害者である
児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
の各教科の目標および内容注２）との関連か
ら今に通じる療育や教育・支援について考
察を行った。
65
る。このうちＹ児の園生活においては、〔知
識及び技能〕の第 1 段階のイ 教師の話を
聞いたり、絵本などを読んでもらったりす
る、③教師と一緒に絵本などを楽しむ、④
いろいろな筆記用具を使って書くことに親
しむ、②見聞きしたことなどを簡単な言葉
で話す、③文字などに関心をもち、読もう
とする、④文字を書くことに興味をもつ、
③簡単な語句や短い文などを正しく読む、
④簡単な語句や短い文を平仮名などで書
く、の８項目が実施されていた。
　このことから、国語においては、徐々に
ステップが上がり、最終段階の指導までな
されていた。特に読み方、書き方練習に関
しては、ほぼ毎日なされていた成果もあっ
て徐々にステップアップしていることがう
かがえた。
算数
　算数は国語同様、Ｙ児の園生活ではほぼ
毎日授業がなされており、主な内容は加法・
減法、数え方練習である。また授業の中で
図を用いて加法・減法を説明する場面もみ
られた。学習指導要領では学ぶ内容として、
①具体物・数の概念・簡単な計算、②大きさ・
長さ・重さ・広さ、③図表・図形、④日時・暦、
の４の内容が段階ごとにそれぞれ設定され
ているが、このうちＹ児の園生活では、①
身近にある具体物を数える、③基本的な図
形や簡単な図形に関心をもつ、①初歩的な
数の概念を理解し、簡単な計算をする、の
３項目が実施されていた。
　算数においては、加法・減法練習に関し
て熱心に取り組んでいたからか、難易度の
高い段階の「初歩的な数の概念を理解し、
簡単な計算をする」といった内容も入園し
て早い時期からこなすことができるように
なっていた。
音楽
　Ｙ児の園生活の中では唱歌の授業がほぼ
毎日なされており、教師がオルガンで伴奏
単なきまりに従って行動する、サ 身近な
自然の中で、教師と一緒に遊んだり、自然
や生き物に興味や関心をもったりするの６
項目が実施されていた。
　Ｙ児は、実際の生活の中で、異食、悪
戯、一人笑い、一人遊び、寝ころぶ、逆ら
う、わがまま、謝っても同じ行動を繰り返
す、の８つの問題行動の出現は傾少してお
り、５か月間の入園での日常生活の指導が
効果につながっていたと考えられた。しか
し、異食は改善に向かったものの、食いし
ん坊については改善がみられず、また彷徨
や寝ころぶという問題行動も消失してはい
ないことから、生活習慣やこだわり行動へ
の配慮と集団生活における自己コントロー
ルへの支援が課題として指摘された。
　また、学習指導要領に沿う教育としては、
第２段階である「教師の援助を求めながら
もできる限り自分の力で」、第３段階の「主
にできるかぎり自分の力で」生活に生かし
ていく習慣や技能を身に付けることがＹ児
の退園後の目標となることが示された。
教科
国語
　Ｙ児の園生活では、ほぼ毎日国語科の学
習がなされており、主な内容は読み書きで、
様々な本や絵本を読んだり、平仮名やカタ
カナの書き方の練習を繰り返したりしてい
た。また話し方・聞き方練習もなされていた。
　学習指導要領の教科の目標では、まず国
語科において育成を目指す資質 ･ 能力を国
語で理解し表現する資質・能力とし、言葉
による見方 ･ 考え方を働かせ、言語活動を
通して、言語能力を育成する教科であると
されている。内容として、〔知識及び技能〕
（言葉の特徴や使い方、情報の扱い方、わ
が国の言語文化）、〔思考力 ･ 判断力〕（聞
く・話す、書く、読む）の２領域６項目が
１〜３のそれぞれ段階ごとに設定されてい
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たり・つくったり・飾ったり、②材料や用
具に親しむ、③作品の面白さに気づく、の
３つの内容が段階ごとにそれぞれ設定され
ているが、Ｙ児の園生活においては 、第１
段階の①かいたり、つくったり、飾ったり
することに関心をもつ、②土、木、紙など
の身近な材料をもとに造形遊びをする、第
２段階の①見たことや感じたことを絵にか
いたり、つくったり、それを飾ったりする、
②粘土、クレヨン、はさみ、のりなどの身
近な材料や用具を親しみながら使う、第３
段階の②いろいろな材料や用具を工夫しな
がら、目的に合わせて使う、の５項目が実
施されている。図工においては、貼紙など
紙屑に興味をもったＹ児に適切な教材を準
備するなど、①、②の段階を大切にした療
育が展開されていたことが理解できる。
まとめ
　三田谷治療教育院における「精神低格」
または「智力異常」児の‘治療教育’の実
践は、治療教育院内および尋常小学校の教
科を授けることを本旨とした三田谷治療教
育院付属の「翠丘小学校｣ の専任の教師に
より、健康レベルに応じた義務教育が少人
数で行われていた。教科の時間は算数・国
語・図工・手工・遊戯・などが重視されて
いた。三田谷治療教育院は自然的環境に恵
まれた場所にあり、近くの海岸や公園への
散歩や遠足を行っていた。また、家庭生活
の状態を維持することを重視した上で、日
常生活の営みと教科の学習が行われてい
た。さらに、社会性や自立心を培うために、
子どもの興味に相応する作業や、生活上の
しつけを目的とする様々な手伝いが日常的
に行われていた７）。
　これらの療育の下、５か月間の入園生活
を送ったＹ児は、異食、悪戯、一人笑い、
一人遊び（行動）、寝ころぶ、逆らう、わ
がまま、謝っても同じ行動を繰り返す、の
をし、日々様々な歌を歌っていた。入園当
初、Ｙ児は歌を歌おうとしなかったが、教
師は、Ｙ児がオルガンには興味を示し、一
人でオルガンの音を出して遊んでいること
もあったため、一緒に歌を歌いＹ児が歌い
やすい環境を作り出すなどの場面を設定し
ていた。　
　学習指導要領では目標として、表現及び
鑑賞の活動を通して、音楽についての興味
や関心をもち、その美しさや楽しさを味わ
うようにすると設定されている。内容とし
ては、①音楽に関心をもち楽しむ、②打楽
器・リズム・身体表現、③合奏、④歌う、
の４の内容が段階ごとにそれぞれ設定され
ているが、Ｙ児の園生活では、②音の出る
おもちゃで遊んだり、扱いやすい打楽器な
どでいろいろな音を鳴らしたりして楽し
む、①好きな音や音楽を聴いて楽しむ、④
好きな歌ややさしい旋律の一部分を楽しく
歌う、①身近な人の歌や演奏などを聴き、
いろいろな音楽に関心をもつ、④やさしい
歌を伴奏に合わせながら、教師や友達など
と一緒に歌ったり、一人で歌ったりする、
の５項目が実施されている。音楽の領域に
おいては、「Ｙ児は最初全く歌わなかった
けれども徐々に歌うようになった」という
記述があることから、第１段階として、楽
器（オルガン）を通して音楽に興味をもつ
ような環境を設定し、ステップを踏んで、
自ら声を出して歌う事ができる段階まで発
達していった様子がうかがえた。
図画工作
　Ｙ児の園生活の中では手本を見ながら絵
を描いたり、はさみやのりを使って貼り絵
をしたり、折り紙で様々なものを折ったり
している。
　学習指導要領では目標として、初歩的な
造形活動によって、造形表現について興味
や関心をもち、表現の喜びを味わうように
すると設定されている。内容として①かい
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学院（学校教育研究科特別支援教育学
専攻）修士論文．
２） 平成 29 年４月 28 日に学校教育法施行
規則の改正に伴い、新特別支援学校幼
稚部教育要領、特別支援学校小学部 ･
中学部学習指導要領が公示された。新
学習指導要領は、幼稚部については平
成 30 年４月１日から、小学部につい
ては平成 32 年４月 1 日から学部につ
いては平成 32 年４月 1 日から全面実
施されることになっている。
８つの問題行動の出現が傾少し、三田谷治
療教育院での規則正しい指導が問題行動の
改善に繋がったことをうかがい知ることが
できた。また、規則正しい生活の中にも自
由な遊びが営まれており、Ｙ児の生活記録
には、伸びやかに生活する子どもの様子が
記載されていた。このことは、現在の教育
課程に示されている日常生活の指導、遊び
の指導、作業学習、自立活動の指導の内容
や現在の施設療育と多くの点で一致してお
り、現代に繋がる取り組みが昭和初期の三
田谷治療教育院において実践されていたこ
とが明らかとなった。
　三田谷治療教育院では、療育 ･ 教育に加
え「子どもの相談」事業を行っていたが、
三田谷はこの相談室を「涙の相談室」と
名づけており、この相談室で子に悩む母
親と涙の二等分をするのだと常に訴えて
いた６）。それゆえ、家庭での養育に困難さ
をもつ子どもに対し、家庭の機能も兼ね備
えた全人的ケアを意図する実践を行ってい
た。また、その取り組みが改善あるいは問
題行動の軽減に至るまで長期にわたること
から学校教育を意識した教育も行われてい
た。そうした治療教育の実践は、今日の家
庭教育および施設療育や特別支援教育およ
び児童相談所の機能を併せ持った総合発達
支援センター的役割を担う取り組みであっ
たといえるのかもしれない。
　現在、医学、教育、福祉等の専門性の向
上に伴い、それぞれの分野の細分化が高進
されているが、100 年近く前の三田谷治療
教育院の先駆的な取り組みは、子どもを総
合的に理解し育成するにあたり、今の教育
や福祉を顧慮するにあたり多くの示唆を与
えてくれる。
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